


ためには、①充分な照度レベルを確保する。②演色性の優れた光源を使用する。③高輝度の光源や照明器具を視野内に入らな

いよう不快グレアを防止するこなどが重要な照明要件である。

　照明環境が人間の生理現象（体・心）に深く関わっていることを認識し、人にやさしい、より良い空間を設計を通して提案

していきたい。
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